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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 68 ha

平成 30 年度　～ 平成 34 年度 平成 30 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/日 平成28年度 平成34年度

人/日 平成29年度 平成34年度

人/ha 平成29年度 平成34年度

人/年 平成29年度 平成34年度

都市機能誘導区域内の人口密度 都市機能誘導区域に想定されている人口の密度

「既存ストックの有効活用とその促進による都市機能の確保」の目
標に対し、駅周辺居住人口の維持を図ることで評価する。 37 37

地域交流センター(仮称)の利用者数 地域交流センター(仮称)の利用者数（延べ人数）

多くの地域住民の市民活動を支える地域交流センター(仮称)の利
用者増を図ることで、「にぎわい創出に資する空間づくり」「既存ス
トックの有効活用とその促進による都市機能の確保」を評価する。 13,237

目標値

南北横断者数
ＪＲ線の南北を横断する地区の地下通路、跨線橋、新設跨
線橋（自由通路）における歩行者・自転車利用者数

「にぎわい創出に資する受け皿づくり」の目標に対し、駅の南北横
断を利用する人の現状維持を図ることで評価する。

1,593 1,600

駅乗降客数 多度津駅の乗降客数

「良好な交通・住環境整備」の目標に対し、多度津駅の乗降客数の
現状維持を図ることで評価する。 4,204 4,200

17,400

都道府県名 香川県 多度津町
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計画期間 交付期間 34

大目標　多世代が行き交い、活力と交流、にぎわいを生み出す拠点づくり
　目標１　 駅周辺地区のにぎわい創出に資する受け皿づくり
  目標２ 　駅利用者の利便性の向上及び駅周辺地区の良好な交通・住環境整備
  目標３　 既存ストックの有効活用とその促進による都市機能の確保

　多度津町は、香川県の中部に位置し、南は讃岐平野、北は風光明媚な瀬戸内海国立公園に接している人口約23,000人、面積約24ｋｍ２の町である。町の中心部に位置するＪＲ多度津駅は、予讃線、土讃線の分岐駅であり、四国鉄道の始まりの地とされ、
また多度津港は、古くから金毘羅参詣の玄関口の一つで、人やモノが集まる港町として栄えてきた。駅を中心とした市街地には、町役場や学校などの施設の立地に加え、歴史的あるいは文化的に価値のある建造物も多く残存し、臨海部には近代より工業
団地として多くの企業群が立地している。
　現在、多度津駅周辺では、浸水想定区域への防災対応、現多度津町庁舎や駅跨線橋などの公共施設の老朽化、中心市街地の活力低下といった諸問題が顕著になってきている。そのため、持続可能なまちづくりを念頭に、都市機能の誘導を図り、駅周
辺地区において、交流・にぎわいの拠点として再構築していこうという機運が高まっている。
　特に、駅近郊エリアでは、平成２９年３月に駅の南北をつなぐ誇線橋が架け替えられたことにより、人の導線に変化が生じ、駅周辺の物理的な一体性が高まった。また、平成３０年８月に多度津町新庁舎整備基本計画が策定され、役場機能を有する施設
と住民の交流機能を備えた施設とを集約・合築し、駅近郊の町有地に整備する計画が示された。これらのことにより、駅近郊エリアでは、利便性、回遊性、安全性の向上が重要視されるようになってきており、開発計画に応じた周辺環境の整備を行う必要性
も高まっている。
　駅近郊エリア周辺の文化的価値のある建造物群は、地域活動や観光、様々な人との交流施設としての役割も果たしている。駅近郊の開発計画と周辺のまちづくりの近接性は高く、エリア全体でその繋がりを考えていくことが、地域価値の向上につなが
る。しかし、近年の社会情勢の変化に伴い、これらを取り巻く都市空間では、人口の低密度化、土地の低未利用化等、様々な課題も発生している。
　そのような中、近年、地域住民が主となり、街の核となりうる文化的な建造物を地域資源として保全していこうとする動きや、民間事業者が地域資源を発掘しリノベーションして事業展開していこうとする動き等が見られるようになった。町も伝統的建造物群
保存に関する事前調査を実施し、様々な可能性を検討している。このようなことを踏まえながら、地域の価値や都市空間の保全に対応していくために、駅周辺が一体となった拠点づくりを計画している。

・駅周辺地区のにぎわい創出を図るうえで、多様な人が行き交い、交流することのできる受け皿づくりが求められている。
・駅周辺の開発需要に応じた利用者の利便性向上・回遊性を向上を図るため、滞留空間の確保やバリアフリー設備を充実することや、良好な交通環境・住環境を確保する上での安全性の向上、景観の検討が求められている。
・都市機能や居住の誘導を図っていく地域において、都市空間がどのように変化していくかを捉えつつ、既存資源や空間の利活用を進め、その促進を図っていくことができるかが求められている。

・多度津町第６次総合計画では、「ひと・くらし・歴史が共生するまち　たどつ」を将来像に掲げ、「生活者視点の暮らしやすいまちづくり」「安全・安心で美しいまちづくり」「活気にあふれた魅力的なまちづくり」を目標としている。
・多度津町都市計画マスタープランでは、都市の将来像として「せせらぎと歴史が育むゆとりとうるおいの循環型都市」を掲げるとともに、まちづくりの基本目標として、「多世代が行き交ううるおいのある定住環境づくり」「活力と交流と安心を生み出す交通基
盤づくり」「先人の足跡と水と緑が瞬く都市空間づくり」「知恵と個性に満ちたまちづくり」を掲げている。また、ＪＲ多度津駅周辺を、行政サービスが一体的に享受でき、少子高齢化に対応した多世代の学びや交流の拠点として、機能の充実や質の向上を目指
し、南側の駅前広場、駐輪場、公園など駅周辺の環境整備、利便性の高い魅力的な街づくりとあわせて一体的な街づくりを目指すこととしている。
・現在策定中の立地適正化計画では、持続的な都市構造を勘案し、都市機能や居住のあるべき方向性やそれらを誘導する区域と具体的方策を示す予定である。
　本地区では、これらの上位計画を踏まえ、都市機能の集約やにぎわい・交流の拠点として、多度津町の重要なまちの核となる拠点づくりを行う。ハード・ソフトあわせた様々な取り組みを行っていく予定であり、将来にわたって、多度津町を牽引する中心拠
点としての整備を目指している。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

　　〇まちづくり活動に関する近年の動き
　　　・駅を中心とした地域の開発に関して、主に町内の民間代表者で構成する『多度津駅周辺開発整備等検討会』を組織し、今後の駅周辺開発に関する協議・検討等を行っている。
　　　・地域住民等が主体となり、街の核となりうる文化的に価値の高い建造物を地域資源として保全していこうとする動きや、民間事業者による地域資源を発掘しリノベーションすることで、地域に根付いたビジネスや地域活動の場として
         事業展開していこうとする動きが見られる。
　　　・官民連携のまちづくり活動の一環として、「まねきねこ課」を創設し、タウンプロモーションに関して官民一体となって活動する取組みが図られている。

　

方針に合致する主要な事業
整備方針１【駅周辺地区のにぎわい創出に資する受け皿づくり】
　多度津町の中心拠点の活性化や都市機能の集積によるにぎわい創出を図るうえで必要となる高次都市施設を機能集約し、効果的に整備するととも
に、これと連動し、多様な主体が交流できるような広場機能や環境空間を確保する。また、歴史や文化的価値の高い建造物が多く残存する多度津町の
まちの特色を踏まえ、これらをまちづくりに活かし、質の高い「賑わい創出の受け皿づくり」を目指す。

【基幹事業】
　地域生活基盤施設：北口駅前広場、南口駅前広場
　高次都市施設：地域交流センター(仮称)
【提案事業】
　地域資源の保全と利活用促進事業
（関連事業）
　多度津町新庁舎整備事業
  多度津町本通（調査）伝統的建造物群基盤強化事業
  多度津町空き家等を活用した地域創生補助事業

整備方針３【既存ストックの有効活用とその促進による都市機能の確保】
　駅周辺地区の余剰空間を有効活用することで、都市のスポンジ化を抑制し、中心部における都市機能の確保や賑わいの創出を行う。また、文化的価
値のある建造物群が残存するエリアでは、これらを将来に渡って保全するとともに、地域資源として活用することを推進する。地域の余剰空間・低未利
用地等に関する現状把握や都市空間の可視化に努め、関係者間の課題認識の向上を図るとともに、保全への土台づくりを行う。

【基幹事業】
　高次都市施設：地域交流センター(仮称)
【提案事業】
　地域資源の保全と利活用促進事業
（関連事業）
　多度津町本通（調査）伝統的建造物群基盤強化事業
  多度津町空き家等を活用した地域創生補助事業

整備方針２【駅利用者の利便性の向上及び駅周辺地区の良好な交通・住環境整備】
　跨線橋（自由通路）の新たな設置、新庁舎（住民の交流機能を備えた施設を含む）の移転、関連する施設の整備等に伴い、周辺エリアを含んだ南北双
方を行き交う人の流れに変化が生じる。そのため、駅近郊エリアの滞留空間を確保し利用者の利便性の向上を図るとともに、南北の回遊性の向上、自
動車・歩行者の通行量増加に対応した安全性の向上、良好な景観の確保などを持ってして、周辺地区の良好な交通環境や住環境を確保する。

【基幹事業】
　道路：町道新設、町道206号線、町道255号線
　地域生活基盤施設：北口駅前広場、南口駅前広場、駐輪場
　高質空間形成施設：自由通路（EV設置）
（関連事業）
　自由通路整備事業



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

多度津町 直 L=40m 33 34 33 34 45 45 45 45 －

多度津町 直 交差点改良 30 31 30 31 52 52 52 52 －

多度津町 直 L=230m 30 34 30 34 357 357 357 357 －

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

多度津町 直 A=0.03ha 33 34 33 34 28 28 28 28 －

多度津町 直 A=0.19ha 33 34 33 34 41 41 41 41 －

多度津町 直 A=0.09ha 34 34 34 34 100 100 100 100 －

高質空間形成施設 多度津町 直 2基 30 31 30 31 227 227 227 227 －

高次都市施設 多度津町 直 A=1,200㎡ 30 33 30 33 741 741 741 741 －

中心拠点誘導施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,591 1,591 1,591 0 1,591 - …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

多度津町 直 A=870㎡ 31 31 31 31 10 10 10 10

合計 10 10 10 0 10 …B

合計(A+B) 1,601
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
多度津町 A=4,400㎡ ○ 30 33 2,480

多度津町 L=80m ○ 29 29 789

多度津町 国土交通省 多度津町全域 〇 29 30 5

多度津町本通り他 多度津町 文化庁 A=366,000㎡ ○ 29 30 6

多度津町 多度津町全域 〇 28 － 年間約5

合計 3,280

立地適正化計画策定 多度津町全域

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

多度津町新庁舎整備事業 町役場

自由通路整備事業 自由通路

多度津町空き家等を活用した地域創生補助事業 多度津町全域

多度津町本通（調査）伝統的建造物群基盤強化事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

地域資源の保全と利活用促進事業 合田邸

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

住宅市街地
総合整備
事業

EV設置（自由通路）

地域交流センター(仮称)

連携生活拠点誘導施設

地域生活基盤施設

北口駅前広場

南口駅前広場

駐輪場

交付対象事業費 1,601 交付限度額 716.7 国費率 0.448

交付期間内事業期間
細項目

道路

町道新設

町道206号線

町道255号線

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間



都市再生整備計画の区域

　多度津駅周辺地区（香川県多度津町） 面積 68 ha 区域 栄町1,2,3丁目、本通1丁目、仲ノ町、元町、大通り、幸町、寿町、桜川二丁目の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

JR多度津駅

多度津町役場

多度津駅周辺地区 A=68ha

伝統的建造物群保存に関する

事前調査の調査範囲

合田邸

凡例

都市機能誘導区域

都市再生整備計画区域

多度津駅より1km区域境界線

多度津町役場

地域交流センター(仮称)

（建設予定地）

合築施工
居住誘導区域

0 325 650


